
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ環境面 

子供が成長するにつれて狭さを感じる 

（昨年と変わらないコメント） 

 

Ｂ児童への支援内容 

看護師が常駐し医療的なアドバイスが助かる 

 

Ｃ事業所からの情報発信 

毎日ブログを更新しており、毎週楽しみにして

いるという意見が多い。イベントなどの情報を 

HP に更新している 

 

Ｄ非常対応 

年に２回避難訓練を行っている 

非常時の対応などマニュアルはあるが、保護者

の方に周知されていないことが今回の評価表で

得られた. 

 

また、2 年前と比べ評価表の回収率が減少傾向

にある. 

 

Ａ環境面 

子供の身体も成長し狭さを感じる 

クールダウンの部屋の確保も今後の課題である

が、利用児童の支援の中でどのように改装工事を

進めていくか要検討 

 

Ｂ児童への支援内容 

5 年目に突入したが、スタッフと利用児童にほぼ

変動がないため落ち着いた支援になっている 

Ｃ関係機関との連携 

学校を始め、機関相談を交えた担当者会議が年々

増加しており、地域で家族を支える仕組みが整っ

てきていると感じる 

 

Ｄ保護者への説明責任・信頼関係 

イベントなどで、家族の方を顔を合わせて話し合

いの場が持てた 

Ｅ非常対応 

思春期の児は体力もつき、施設内の破損も気にな

ってきたため、安全を考慮した内装を年度末に検

討している 

【共通点】 

子供の成長に伴い、狭さを感じている 

事業を開始している中での改装工事について、今後検討が必要である 

 

【相違点】 

事業所にある各種マニュアルについて、ご家族全員には周知できていない 

職員/家族共に評価表は無記名式で郵送にしているが、回収率が年々減少している. 

 

 

 

 

職員による自己評価 保護者による評価 

事業所内での分析 

事業所自己評価シート         平成 30 年度        



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

事業所名  わくわくさん綱島東の扉      

担当者       山下容子          

 

  

今年度 大きなイベントを行った。約半年かけてスタッフ全員で企画・準備を行った結果、支援にお

いても団結力が出てきたと痛感している。支援においても言われたことをただするのではなく、パー

トさんも含めてアセスメントする力がついたと思う。また、今年度は初めての実地調査が入ったこと

で、アドバイスから日々の記録をパートさんも記入できる新しい取り組みの他、各種マニュアルも見

直すきっかけとなりました。 

スタッフが変わらないことから、児の支援が安

定しており、定期的に職員研修に出せるゆとり

が出てきた。今年度は強度行動障害の研修にも

行くことができたタイミングで、思春期に伴う

行動障害児童の支援に大変役立つ研修でした。

今後も職場環境を維持し、新しい知識を取り入

れた支援につなげていきたいと思う 

児童の学年が上がり、ドアの破壊やパーテー

ションを乗り越えようとする行動が見られて

いる。法人変更のタイミングで、改装工事を

行う事業計画を立案している 

ドアガラスにおいては、強化ガラスより高価

ではあるが、割れないガラスを現在入荷待ち

の状態である。 

分析・検討してみて… 

事業所の強み 事業所の改善点 

事業所の改善への取り組み 

～自己評価を行っての事業所としての感想など～ 

 

一度申請をして事業が始まると、施設内の工事などが難しく、改善したい事柄がスムースにいかない状況のな

かでの 1 年間でした。しかし、現在のハードから最大限に安全な支援体制をどのようにしたらよいかを話し合

うきっかけにもなった 1 年でした。 


